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第３期中期目標期間（４年目終了時評価）に係る業務の実績に関する評価結果 
国立大学法人鳴門教育大学 

 

１ 全体評価 

 
鳴門教育大学は、高度な教職の専門性と教育実践力、かつ豊かな人間愛を備えた高度専

門職業人としての教員の養成を最大の使命としている。第３期中期目標期間においては、

「学び続ける教員のための大学」として、現職教員再教育の機能を強化した大学院重点化

を図るとともに、教育分野を柱とする地域活性化・人材育成の中核拠点として、全国のモ

デルとなる先導的な教育・研究を推進し、その成果を国内外に発信・普及することで、教

育・研究を通じて持続可能な社会の実現に貢献することを基本的な目標としている。 
中期目標期間の業務実績の状況及び主な特記事項については以下のとおりである。 

 
（教育研究等の質の向上） 

単位認定と卒業・修了要件の厳格化、修士論文の質向上及び学修成果の可視化の取組を

実施するとともに学部生全員に合宿研修（１～３年次）を実施しているほか、就職支援室

を中心とした正課外で150コマ以上の就職支援行事等教員就職率向上に向けた取組を行っ

ており、高い教員就職率を維持している。 
（業務運営・財務内容等） 

学び続ける教員のための大学として、現職教員の再教育の機能を強化した大学院重点化

を目指し、キャリアと目的によって分類される４タイプの院生に対応したハイブリット型

カリキュラム等、現代教育課題に対応したカリキュラムに特徴のある教職大学院を設置し

ている。また、「鳴門教育大学基金」を創設し、「商工会議所」や「ロータリークラブ」と

連携して寄附依頼等を行った結果、約7,500万円の寄附を獲得するなど実績が出ている。 
一方で、大学院修士課程における学生定員の未充足があったことから、改善に向けた取

組が求められる。 
 

  

特筆 計画以上の進捗 順調 おおむね順調 遅れ 重大な改善

教育研究

教育 ○

研究 ○

社会連携 ○

その他 ○

○

○

○

○

業務運営

財務内容

自己点検評価

その他業務
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２ 項目別評価 

 

Ⅰ．教育研究等の質の向上の状況                          

 
 
＜評価結果の概況＞ 

特筆 
計画以上
の進捗 

順調 
おおむね
順調 

遅れ 
重大な 

改善事項 

（Ⅰ）教育に関する目標   ○    

 

①教育内容及び教育の成果   ○    

②教育の実施体制   ○    

③学生への支援   ○    

④入学者選抜   ○    

（Ⅱ）研究に関する目標   ○    

 ①研究水準及び研究の成果   ○    

 ②研究実施体制等の整備   ○    

（Ⅲ）社会連携及び地域に関する

目標 
  ○    

（Ⅳ）その他の目標   ○    

 ①グローバル化   ○    

 
 
（Ⅰ）教育に関する目標                              

 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（中項目）４項目のうち、４項目が

「順調に進んでいる」であり、これらの結果に学部・研究科等の現況分析結

果（教育）を加算・減算して総合的に判断した。 

 
２．各中期目標の達成状況 

 

1-1教育内容及び教育の成果等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「教育内容及び教育の成果等に関する目標」に係る中期目標（小項目）

４項目のうち、１項目が「優れた実績を上げている」、３項目が「進捗して

いる」であり、これらを総合的に判断した。 
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1-1-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 
＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ NICESの構築 

カリキュラム・ガイドブックの利便性をより向上させるため、ウェブ上の教務システ

ム（シラバス）等と連動した、「カリキュラム・ガイドブック-電子版-（NICES）」を構築

しており、NICESで作成したデータは、「学修キャリアノート」（学修記録）に綴り、到

達目標等の確認や自己の学習の振返りに活用している。また、平成28年度には、NICES
を用いたFDプログラムの実施について発表及び意見交換を行い、平成30年度には、

NICESの活用について、学校教育学部教務委員会より、全学教員に履修指導の際の活用

を促している。（中期計画1-1-1-1、1-1-1-2） 
 
1-1-2（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 
＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 資格取得プログラムの設置 

令和元年度に改組を実施した大学院修士課程において、長期履修学生制度を活用し、

学部で開設されている授業科目を履修することにより、教員免許状等の資格が取得でき

る「資格取得プログラム」の制度を設けている。（中期計画1-1-2-1） 
○ アクティブ・ラーニングの推進 

教育方法の改善や高度化のため、アクティブ・ラーニング及びICTを活用した授業展開

を全学的に進め、平成29年度から全ての授業科目のシラバスに、授業実施の具体的な方

法（ディスカッション、グループ・ワーク、フィールドワーク等）を明記しており、ア

クティブ・ラーニングは学部・大学院それぞれにおいて90％以上の授業で実施されてい

る。（中期計画1-1-2-3） 
○ 新型コロナウイルス感染症下の教育 

新型コロナウイルス感染症による影響下においても、学生の学習機会を確保するため、

遠隔授業を実施している。実施に当たっては学内にタスクフォースを設置し、遠隔授業

の課題整理及び実施に向けての検討を行い、「鳴門教育大学における新型コロナウイル

ス感染症への遠隔授業対応について」を作成し、授業を実施している。 
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1-1-3（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 
＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 実践的教育プログラムの再編 

平成28年度に小中一貫教育や生徒指導と予防教育を結び付けたいじめ防止教育等、現

代的な教育課題や学生のニーズ及びキャリア形成に実践的に対応した教育プログラムを、

専門職学位課程及び大学院修士課程において各４つ開設している。令和元年度には大学

院改組に伴い、「チーム学校」を担う教員や専門家を養成するため、今日的課題の解決に

求められる資質・能力の向上を目的とした、７つの認定プログラムに再編している。（中

期計画1-1-3-1） 
 
1-1-4（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗し、優れた実績を上げている 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。また、特記事項を判断

要素とし、総合的に判断した結果、「教員就職率の好成績」が優れた点と

して認められるなど「優れた実績」が認められる。 
 
＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 教員就職率の好成績 

単位認定と卒業・修了要件の厳格化、修士論文の質向上及び学修成果の可視化の取組

を行っており、平成28年度卒業・修了生において、学士課程は全国教員就職率８年連続

第１位、教職大学院は４年連続全国第１位を達成している。（中期計画1-1-4-4） 
 

（特色ある点） 

○ 修士論文の質の向上 

教員養成系大学の大学院における修士論文として、更なる質の向上を図るため、「論文

の内容に関するガイドライン」を定めている。これにより教員養成の立場からの専門的

要素を取り入れた「修士（教育学）」の学位にふさわしい内容の教育研究の在り方が全教

職員で共有されており、教育実践に直接寄与する内容の修士論文が第２期中期目標期間

終了時点で50％であったものが、平成29年度以降は90％以上となっている。（中期計画1-
1-4-2） 
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1-2教育の実施体制等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「教育の実施体制等に関する目標」に係る中期目標（小項目）２項目の

うち、２項目が「進捗している」であり、これらを総合的に判断した。 
 

1-2-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 
＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ ハイブリッド型教職大学院への移行 

令和元年度の大学院改組後においては、大学院修士課程の教員養成機能を教職大学院

に全面移行し、教科指導力を高める教科実践高度化系と、教職実践力を高める教職実践

高度化系で構成しており、教科実践高度化系と教職実践高度化系の枠を超えて授業科目

を柔軟に履修するようにしたことで、教科指導力と教職実践力の双方の高度化を実現す

る「ハイブリッド型教職大学院」となっている。（中期計画1-2-1-2） 
 
1-2-2（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 
 
1-3学生への支援に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「学生への支援に関する目標」に係る中期目標（小項目）３項目のうち、

１項目が「優れた実績を上げている」、２項目が「進捗している」であり、

これらを総合的に判断した。 
 

1-3-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗し、優れた実績を上げている 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。また、特記事項を判断

要素とし、総合的に判断した結果、「教員就職率向上に向けた支援」が優

れた点として認められるなど「優れた実績」が認められる。 
  



68 鳴門教育大学 

- 6 - 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 教員就職率向上に向けた支援 

学部生全員に合宿研修（１～３年次）を実施しているほか、就職支援室を中心とした、

正課外で150コマ以上の就職支援行事を実施しており、学部生・大学院生の参加率は80％
を超えている。平成28年度に就職支援ニューズレターの発行を開始しており、アンケー

ト調査等により内容を改善するとともに、平成30年度には、発行回数を５回に増やして

いる。これらの取組により、学部卒業生の教員就職率は、平成28年度卒業生で８年連続

全国第１位、平成30年度卒業生でも１位となっている。（中期計画1-3-1-1、1-3-1-2） 
 
1-3-2（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 
＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 卒業・修了生へのフォローアップの拡充 

卒業及び修了後におけるフォロー体制を確立するため、同窓会の構成員のうち、大学

の教授や学校長等、教職等の職務に熟達した者がメンターとなり、新人・後輩に助言・

支援を行う「鳴門教育大学地域同窓会メンター制度」を設けることで、卒業・修了生の

フォローアップ体制を拡充している。（中期計画1-3-2-3） 
 
1-3-3（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 
 
1-4入学者選抜に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「入学者選抜に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であり、

当該小項目が「進捗している」であることから、これらを総合的に判断し

た。 
 
1-4-1（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
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（Ⅱ）研究に関する目標                              

 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（中項目）２項目のうち、２項目が

「順調に進んでいる」であり、これらの結果に学部・研究科等の現況分析結

果（研究）を加算・減算して総合的に判断した。 

 
２．各中期目標の達成状況 

 

2-1研究水準及び研究の成果等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「研究水準及び研究の成果等に関する目標」に係る中期目標（小項目）

３項目のうち、３項目が「進捗している」であり、これらを総合的に判断

した。 
 

2-1-1（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 小中一貫英語教育プログラムの開発 

令和２年度より全面施行される、中学校英語との接続を意識した小学校英語教育に寄

与するため、附属学校等と連携し、小学校３年生から中学校３年生までの一貫した英語

教育プログラムの開発を行っており、その成果を県内公立小学校でも実践するとともに、

DVD付きのワークブックを出版している。なお、本教材の実践研究に基づく論文が小学

校英語教育学会賞を受賞している。（中期計画2-1-1-3） 
 
（特色ある点） 

○ いじめ防止に関する研究の成果 

いじめ防止に関する研究の推進と成果の発信のため、鳴門教育大学が取りまとめ機関

である「いじめ防止支援プロジェクト（BPプロジェクト）」において、海外のいじめ研究

者を招致した「いじめ防止支援シンポジウム」や、連携大学と協力した年２回の研修会

を開催しているほか、これまでの成果をまとめた『学校現場で役立ついじめ防止対策の

要点』を発行している。なお、平成29年度には本プロジェクトの取組が文部科学省の企

画展示として採択されている。（中期計画2-1-1-1） 
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2-1-2（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 

2-1-3（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 

 
2-2研究実施体制等の整備に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「研究実施体制に関する目標」に係る中期目標（小項目）３項目のうち、

３項目が「進捗している」であり、これらを総合的に判断した。 
 

2-2-1（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 

2-2-2（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 

2-2-3（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
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（Ⅲ）社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育・研究に関する目標                               

 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育・研究に関する目標」

に係る中期目標（小項目）２項目のうち、２項目が「進捗している」であり、

これらを総合的に判断した。 

 

２．中期目標の達成状況 

3-1-1（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ いじめ防止に関する社会への還元 

「いじめ防止支援プロジェクト（BPプロジェクト）」の一環として、附属学校園との

連携の下で、「附属学校園いじめ防止プログラム」及び「附属学校園いじめ早期発見・事

案対処マニュアル」を策定している。また、全国の学校現場でも同様に策定することを

推進するためのリーフレット『学校間連携による「いじめ防止対策」の充実を！』を作

成しており、県内の幼稚園、小・中学校352校と全国の附属学校園195校へ送付すること

で、BPプロジェクトでの教育・研究の成果を社会・地域へ還元している。（中期計画3-1-
1-3） 

 
（特色ある点） 

○ 県内機関との連携 

徳島県全ての大学、高等専門学校及び教育委員会と連携し、「ジュニアドクター発掘・

養成講座」を開催しており、「日本生物学オリンピック2018」において、受講生が敢闘賞

を受賞するとともに、県内でも徳島県科学技術大賞（子供科学者部門）を受賞している。

また、「消費者教育推進プロジェクト」を立ち上げ、消費者庁、徳島県との協力体制の下

で消費者教育の先進的拠点として教育・研究を行っており、徳島県で開催された国際会

合において研究成果を発表している。（中期計画3-1-1-1） 
○ サテライト研修への支援 

不利な地理的条件にある教員の各種研修を支援するため、サテライト研修にウェブブ

ラウザやスマートフォンで参加できる「仮想会議室」の活用によって利便性の向上を図

ることで、受講生が増加している。なお、この取組は平成30年度に徳島県のICTを推進す

る財団より表彰を受けている。（中期計画3-1-1-2） 
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3-1-2（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 

＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 国私の大学を超えた連携 

我が国初の心理職の国家資格となる公認心理師制度発足という社会のニーズに対応し、

貢献するため、四国大学との連携体制の下で、国私の大学を超えた接続的な公認心理師

を養成する体制として、「鳴門教育大学と四国大学との連携協力協議会」を設置している。

（中期計画3-1-2-1） 
○ 四国４教職大学院の連携 

四国地域全体の教員養成及び教員研修の高度化を推進するために、平成28年度に四国

４教職大学院（鳴門教育大学、香川大学、愛媛大学、高知大学）で「四国地区教職大学

院連携推進協議会」を発足させ、教職大学院における単位互換制度による遠隔システム

を活用した共同授業を実施している。平成30年度には、学部段階での教職課程の教育機

能の維持・発展についても協議を行うため、「四国地区教員養成・研修連携会議」に改編

している。（中期計画3-1-2-2） 
○ NITSとの連携による支援体制の構築 

四国地域における教員研修の高度化を促進するために、平成30年度に教職員支援機構

（NITS）との連携により、鳴門教育大学が窓口となる四国地域教職アライアンスセンタ

ーを設置すると同時に、鳴門教育大学、香川大学、愛媛大学に地方センターを設置して

いる。全国的な研修機関であるNITSとの連携の下で、地域のニーズに沿った教員の資質・

向上を図り、学び続ける教員を支援する体制を構築している。（中期計画3-1-2-3） 
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（Ⅳ）その他の目標                                

 

（１）その他の目標 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由）「その他の目標」に係る中期目標（中項目）が１項目であり、当該中項目が

「順調に進んでいる」であることから、これらを総合的に判断した。 

 

２．中期目標の達成状況 

4-1グローバル化に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「グローバル化に関する目標」に係る中期目標（小項目）３項目のうち、

３項目が「進捗している」であり、これらを総合的に判断した。 
 

4-1-1（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 

4-1-2（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 

＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 受託研修の受入れ推進 

教育の国際貢献・国際協力を積極的に推進するため、JICA受託研修を受け入れており、

令和元年度は６件、23か国から61名を受け入れている。また、受託研修の一環として、

モザンビークの教育改善のための協定をモザンビーク教育大学と締結している。（中期

計画4-1-2-1） 
○ 国際交流ボランティアへの参加推進 

豊かな国際感覚と異文化対処能力及びコミュニケーション能力に優れた教員を養成す

るため、平成28年度から、学生が留学生への支援、JICA受託研修及びフォローアップ等

の事業に積極的に参加できるよう、国際交流ボランティアへの参加を促す「グローバル

チュータープログラム」を設置している。令和元年度には、本プログラムへの登録者が

平成28年度の３倍以上となっており、学生が主体的に国際交流に関わる機会が増加して

いる。（中期計画4-1-2-2） 
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4-1-3（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 

＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 国際交流機会の拡充 

グローバルな視点を持った教員を養成するため、海外の学校で短期実習を促進する「グ

ローバル教員養成プログラム」を実施している。令和元年度には10件の短期実習が実施

され、31名が参加している。また、海外派遣や留学の機会がない学生に対しても国際交

流の機会を設けるため、交換留学生との短期交流事業も実施している。（中期計画4-1-3-
1） 

 

 

（２）附属学校に関する目標 

附属学校園において、小１プロブレムや中１ギャップ等の新たな教育課題に取り組むた

めの「幼少中一貫型教育プログラム」の推進や、大学と附属学校園及び徳島県教育委員会

合同による実践的教育研究の推進等を行っている。 
  
＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 大学と連携した地域の学校等への教育的支援 

附属特別支援学校発達センターでは、大学と連携し、地域の幼稚園や小学校に対して、

特別支援教育の力量向上に資する教員への個別指導、教員を対象とした研修会、障害を

有する幼児児童生徒が在籍する学校園への訪問支援等を継続的に実施し、毎年指標を上

回る実績をあげている。 
○ 大学・学部における研究への協力 

大学と附属学校園が協力し、幼小中一貫型教育を目指すため、一貫性のある教育目標

の設定や系統性のある教育課程の編成、幼児児童生徒指導の協力体制の構築、特別な教

育的支援を必要とする幼児児童生徒のための支援推進プログラム開発に取り組んでいる。 
また、附属学校が開発した幼小中一貫型教育プログラムの成果を反映し、教職大学院

において令和元年度に「校種間連携に視座した教材・教具の開発演習」を開設している。 
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Ⅱ．業務運営・財務内容等の状況                          

 

＜評価結果の概況＞ 
特 筆 

計画以上
の進捗 

順 調 
おおむね 
順調 

遅れ 
重大な 

改善事項 

（１）業務運営の改善及び効率化    ○   

（２）財務内容の改善   ○    

（３）自己点検・評価及び情報提供   ○    

（４）その他業務運営   ○    

 
 
（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    

①組織運営の改善 ②教育研究組織の見直し ③事務等の効率化・合理化 
 

【評定】中期目標の達成に向けておおむね順調に進んでいる 

（理由） 中期計画の記載９事項全てが「中期計画を上回って実施している」又は「中期

計画を十分に実施している」と認められるが、大学院修士課程における学生定員

の未充足があること等を総合的に勘案したことによる。 
 
＜特記すべき点＞ 

（優れた点）  

○ 現職教員再教育の機能を強化した大学院改組 

学び続ける教員のための大学として、現職教員の再教育の機能を強化した大学院重点

化を目指し、キャリアと目的によって分類される４タイプの院生（現職学生・学卒学生

／教科系・教職系）に対応したハイブリッド型カリキュラム、10の教科教育領域をそろ

えた教科横断型教育実践カリキュラム、小学校英語、プログラミング等、現代教育課題

に対応したカリキュラムの特徴がある鳴教大モデルの教職大学院を平成31年４月に設置

している。 
 
（改善すべき点）  

○ 大学院修士課程における学生定員の未充足 

大学院修士課程について、学生収容定員の充足率が平成29年度から令和元年度にかけ

て90％を満たさなかったことから、学長のリーダーシップの下、定員の充足に向けた対

応が求められる。 
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（２）財務内容の改善に関する目標                         
①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加 ②経費の抑制 ③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 中期計画の記載８事項全てが「中期計画を上回って実施している」又は「中期

計画を十分に実施している」と認められるとともに、下記の状況等を総合的に勘

案したことによる。 
 
＜特記すべき点＞ 

（優れた点）  

○ 鳴門教育大学基金の創設等による外部資金比率（寄附金）の上昇 

平成28年度に「鳴門教育大学基金」を創設し、鳴門市内の商工業者（会員数約1,300）
をまとめている「鳴門商工会議所」、企業関係者（会員数45）を擁している「鳴門ロータ

リークラブ」と連携した地元企業への寄附依頼や「鳴門教育大学・大学院同窓会」のウ

ェブサイト新設及び同窓生約7,000名や学生の保護者等に基金リーフレット郵送等を行

った結果、平成28年度から令和元年度の寄附合計は、約7,500万円獲得しており、第３期

中期目標期間中の寄附金にかかる外部資金比率の平均は約0.9％【約3,700万円】（第２期

中期目標期間平均比約約2,000万円増）となっている。 
 
 
（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           

①評価の充実 ②情報公開や情報発信等の推進 
 

【評定】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 中期計画の記載３事項全てが「中期計画を十分に実施している」と認められる

とともに、下記の状況等を総合的に勘案したことによる。 
 
＜特記すべき点＞ 

（優れた点）  

○ 卒業生・修了生追跡調査の構築 

同窓会と連携することにより、開学以来30 数年間全ての卒業生・修了生（住所等デー

タを管理できている約7,000名／総数約１万名）を対象とした、大学を卒業・修了した後

の就職状況や離職率まで把握できるような「職位」「勤務地」「初職を辞めた理由」「大学

で習得した資質・能力」等全21問について、ウェブ形式（回答者ごとにQR コード付与）

で調査するととともに、今後継続的に追跡調査を実施する基盤を構築している。  
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（４）その他業務運営に関する重要目標                       
①施設設備の整備・活用等 ②安全管理 ③法令遵守等 ④環境マネジメント 
 

【評定】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 中期計画の記載８事項全てが「中期計画を上回って実施している」又は「中期

計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 
 


